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四
国
・香
川
で
も
、経
済
団
体
主
導
で
道

州
制
協
議
会
、国
民
保
護
・地
域
防
災
条
例

等
で
粛
々
と
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。 

し
か
し
、ア
メ
リ
カ
発
の
金
融
危
機
を
端 

に
日
本
経
済
の
脆
弱
さ
が
露
呈
し
、新
自
由

主
義
的
構
造
改
革
の
無
理
・矛
盾
が
、国
民

の
目
に
見
え
る
よ
う
に
な
り
、国
政
の
見
直

し
と
共
に
地
方
自
治
体
の
「地
域
住
民
の
健

康
と
く
ら
し
を
守
る
」
役
割
と
公
共
性
の

発
揮
が
国
民
の
中
で
論
議
に
な
っ
て
き
た
。 

政
府
・地
方
自
治
体
に
憲
法
を
守
ら
せ
、 

国
民
主
権
を
具
現
化
す
る
民
主
運
動
の
前

進
に
地
方
自
治
体
労
働
者
の
出
番
が
き
て

い
る
。 

「
連
合
」
の
影
響
の
あ
る
香
川
県
で
「
地

域
住
民
の
繁
栄
な
く
し
て
、自
治
体
労
働
者

の
幸
福
は
な
い
」
と
す
る
自
治
労
連
運
動

の
飛
躍
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

 

２
．香
川
県
事
務
所
の
現
状 

 

さ
ぬ
き
市
職
員
組
合
・さ
ぬ
き
市
民
病
院

職
員
労
働
組
合
を
軸
に
し
て
、県
下
の
自
治

体
関
連
職
場
の
職
員
を
対
象
に
す
る
香
川

公
務
公
共
一
般
労
働
組
合
で
自
治
労
連
運

動
を
す
す
め
、県
本
部
確
立
を
目
指
し
て

い
る
。 

毎
月
、単
組
代
表
者
会
議
を
定
例
化
し
て

組
織
強
化
を
図
っ
て
い
る
。 

香
川
県
労
連
・民
主
団
体
と
連
携
・連
帯

四
月
四
日
開
か
れ
た
単
組
代
表
者
会

議
に
お
い
て
柳
井
所
長
よ
り
提
案
の
あ

っ
た
活
動
計
画
が
協
議
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。 

 １
．香
川
県
自
治
体
・関
連
職
場
の
労
働
情

勢 

 

平
成
の
大
合
併
で
五
市
三
八
町
か
ら

八
市
九
町
へ
統
廃
合
さ
れ
て
、三
年
が

経
過
し
た
。 

小
泉
自
公
政
権
の
下
、
「
官
か
ら
民

へ
」を
合
言
葉
に
、マ
ス
コ
ミ
を
利
用
し

た
公
務
員
バ
ッ
シ
ン
グ
で
世
論
誘
導
し

て
、指
定
管
理
者
制
度
・

PFI

方
式
を
ツ

ー
ル
に
し
た
正
規
職
員
の
定
数
削
減
な

ど
の
自
治
体
構
造
改
革
（集
中
改
革
プ

ラ
ン
）が
強
行
さ
れ
た
。さ
ら
に
給
与
カ

ッ
ト
し
て
人
件
費
を
圧
縮
す
る
こ
と

で
、開
発
計
画
温
存
で
の
財
政
再
建
を

図
っ
て
い
る
。 

必
然
と
し
て
、人
的
サ
ー
ビ
ス
で
あ

る
行
政
公
務
労
働
を
非
正
規
職
員
の
増

員
で
の
運
営
・運
用
に
な
っ
て
い
る
。 

ま
た
今
年
は
、究
極
の
構
造
改
革
と 

し
て
の
道
州
制
基
本
法
を
制
定
し
て
、

国
家
体
制
を
資
本
の
論
理
に
従
属
さ
せ

多
国
籍
企
業
本
位
、二
〇
一
〇
年
に
は

憲
法
を
変
え
て
ま
で
戦
争
の
で
き
る
国

づ
く
り
に
公
務
員
を
動
員
さ
せ
よ
う

と
し
て
い
る
。 

を
図
り
、全
県
的
に
社
会
認
知
を
図
っ
て

い
る
。 

現
勢
は
、さ
ぬ
き
市
民
病
院
精
神
科

病
棟
閉
鎖
に
伴
う
組
合
員
の
減
少
、自

治
体
関
連
職
場
へ
は
取
り
組
み
途
中
、 

さ
ぬ
き
市
関
連
職
場
は
一
年
間
の
訪

問
懇
談
活
動
で
組
織
拡
大
の
兆
候
が
見

え
、継
続
活
動
で
本
格
基
調
へ
。 

単
組
代
表
者
会
議
で
の
、構
え
と
一

段
の
戦
略
・戦
術
の
工
夫
・強
化
の
意
思

統
一
の
論
議
が
必
要
。 

 

３
．香
川
県
事
務
所
の
体
制
強
化
策 

 

組
合
役
員
は
、組
合
員
や
職
員
・職 

場
か
ら
情
報
収
集
し
て
情
勢
学
習
・論

議
を
深
め
て
情
勢
分
析
を
図
り
、組
合

員
と
共
に
職
場
・労
働
条
件
の
改
善
・社

会
的
貢
献
な
ど
要
求
実
現
の
自
治
労
連

運
動
を
す
す
め
、団
結
を
強
化
す
る
。 

組
織
拡
大
専
任
者
制
度
は
、本
部
方 

針
を
真
摯
に
受
け
と
め
て
原
則
的
な
配

置
で
の
人
選
に
当
た
る
。 

専
任
者
の
人
任
せ
と
せ
ず
組
合
役
員

と
一
緒
に
、運
動
目
標
と
活
動
計
画
を

具
体
化
し
て
組
合
員
み
ん
な
で
す
す

め
、専
任
者
の
特
性
を
生
か
し
て
い
く
。 

さ
ぬ
き
市
民
病
院
職
労
の
組
織
強
化

拡
大
を
軸
に
さ
ぬ
き
市
及
び
他
自
治
体

関
連
職
場
の
組
織
化
、三
木
町
職
へ
の
働

き
か
け
を
し
、県
本
部
確
立
に
向
け
て

の
筋
道
を
た
て
る
。 

 

４
．香
川
県
事
務
所
の
組
織
拡
大
推
進 

 
 
 
 

 
 

策 

所
長
の
専
従
体
制
と
組
織
拡
大
専
任

者
を
軸
に
、宣
伝
・オ
ル
グ
で
単
組
の
活
動

を
支
援
し
て
推
進
す
る
。 

 

③ 
 

さ
ぬ
き
市
民
病
院
職
労
は
、改
革

プ
ラ
ン
に
示
さ
れ
た
二
〇
一
〇
年
度

よ
り
の
地
方
公
営
企
業
法
全
部
適
用

へ
向
け
て
、今
年
は
、職
員
の
過
半
数

を
組
織
す
る
た
め
の
学
習
・宣
伝
・労

使
協
議
で
五
〇
名
拡
大
。 

新
規
採
用
者
に
役
員
が
労
働
組
合

の
説
明
を
し
て
、過
半
数
加
入
で
、弾

み
を
つ
け
る
。 

④ 
 

さ
ぬ
き
市
職
員
組
合
は
、前
年
同

様
に
保
育
所
・児
童
館
・福
祉
施
設
の

職
場
訪
問
懇
談
を
続
け
、要
求
実
現

の
取
り
組
み
で
組
織
拡
大
。 

⑤ 
 

香
川
公
務
公
共
一
般
労
組
は
、自

治
体
関
連
職
場
を
香
川
県
労
連
や

地
方
議
員
と
連
携
を
強
化
し
て
宣

伝
・説
明
会
・自
治
体
交
渉
し
て
目
に

見
え
る
活
動
を
す
す
め
、指
定
管
理

制
度
導
入
職
場
・福
祉
施
設
職
場
・医

療
施
設
職
場
へ
働
き
か
け
る
。 

⑥ 
 

三
木
町
職
場
へ
の
取
り
組
み
を
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
化
す
る
。 
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て
い
ま
し
た
。 

 

金
子
み
す
ゞ
（
本
名
テ
ル
）
は
、
明

治
三
六
年
長
門
市
仙
崎
に
生
ま
れ

ま
し
た
。
そ
ん
な
彼
女
が
童
謡
を
書

き
始
め
た
の
は
、
二
〇
歳
の
頃
か
ら

で
し
た
。
四
つ
の
雑
誌
に
投
稿
し
た

作
品
が
、
そ
の
す
べ
て
に
掲
載
さ
れ

る
と
い
う
鮮
烈
な
デ
ビ
ュ
ー
を
飾

り
、
『
童
話
』
の
選
者
で
あ
っ
た
西
條

八
十
に
「
若
き
童
謡
詩
人
の
中
の
巨

星
」
と
賞
賛
さ
れ
る
な
ど
、
め
ざ
ま

し
い
活
躍
を
み
せ
て
い
き
ま
し
た
。 

 

と
こ
ろ
が
、
そ
の
生
涯
は
決
し
て

明
る
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

金
子
み
す
ゞ
さ
ん
の
世
界 

三
月
の
末
、高
松
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

で
、「金
子
み
す
ゞ
さ
ん
の
世
界
」が
開
か

れ
て
い
ま
し
た
。 

 

黒
を
白
と
言
い
く
る
め
る
こ
と
に

躍
起
と
な
る
現
代
社
会
を
見
る
に
つ

け
、
自
然
を
素
直
に
優
し
く
そ
し
て

と
き
に
は
強
く
受
け
止
め
る
彼
女
の

詩
に
感
動
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

金
子
み
す
ゞ
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 

童
謡
詩
人
・金
子
み
す
ゞ
は
、
童
話

童
謡
雑
誌
が
隆
盛
を
極
め
て
い
た
大

正
時
代
末
期
。
そ
の
な
か
で
彗
星
の

ご
と
く
現
れ
、
ひ
と
き
わ
光
を
放
っ

 
労働組合運動史（70年代の労働運動その1） 
 

これまで、終戦直後の日本の労働組合運動の再建を

見てきましたが、一挙に歴史を 70 年代に進めていきま

す。それまでの労働組合の歴史には、組織的には産別会

議の解体と総評の結成、運動の課題では、首切り反対闘

争、春闘、公害闘争、革新自治体の誕生などで多くの学

ぶものがあります。これら 50 年代 60年代のたたかい

の高揚、とりわけ60年代には1949年の55.8%という組

織率を引き継ぎ、70年まで34.5%前後する組織力とスト

権を含む労働三権を行使したたたかいが前進し、70 年

代の労働組合運動に発展していきました。 

 

政治戦線での被支配勢力の高揚 

70年代の始まりは、70年4月に行われた京都府知事

選挙という政治戦線から開始されました。支配勢力は京

都民主府政を倒すために、自民、公明、民社の三党連合

を結成し35億円という莫大な資金を投入し全力を傾け

ました。これに対し革新の側は60年代の政治・労働分野

におけるたたかいの高揚を引き継ぎ、統一戦線を幅広

く結成し相手方に 14 万票余りの差をつけて民主府政を

守った。ここでも統一した力が政治の展望を示すもの

であることを被支配階級は確信しました。 

同じ年、安保条約の固定期限が終了し、いつでも破棄

通告ができる 6 月 23 日を迎えた。アメリカの支配に反

対する勢力による、安保条約に反対し日本の中立・平和

をめざすたたかいが開始され、6月23日には、社会党、

共産党と労働組合、民主団体11団体と個人13名の呼び

かけによる「安保条約廃棄宣言、平和、中立、生活擁護を

めざす6・23全国統一行動中央大集会実行委員会」が主

催した東京集会に 22 万人が集まり、全国都府県約 400

地域の統一行動とその他の道府県での自覚的な勢力の

独自行動に総計 200 万人の国民が結集した。この統一

行動は 60 年安保以来の大統一行動となり労働者国民

のたたかうエネルギーは大いに高揚しました。 

 

た
。
二
三
歳
で
結
婚
し
た
も
の
の
、

文
学
に
理
解
の
な
い
夫
か
ら
詩
作

を
禁
じ
ら
れ
て
し
ま
い
、
さ
ら
に
は

病
気
、
離
婚
と
苦
し
み
が
続
き
ま
し

た
。
つ
い
に
は
、
前
夫
か
ら
最
愛
の
娘

を
奪
わ
れ
な
い
た
め
に
自
死
の
道

を
選
び
、
二
六
歳
と
い
う
若
さ
で
こ

の
世
を
去
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
う

し
て
彼
女
の
残
し
た
作
品
は
散
逸

し
、
い
つ
し
か
幻
の
童
謡
詩
人
と
語

り
継
が
れ
る
ば
か
り
と
な
っ
て
し
ま

う
の
で
す
。 

 

そ
れ
か
ら
五
〇
余
年
。
み
す
ゞ
の

作
品
は
、
児
童
文
学
者
の
矢
崎
節
夫

氏
の
執
念
に
よ
り
再
び
世
に
送
り

出
さ
れ
、
今
で
は
小
学
校
「
国
語
」
全

社
の
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
る
よ
う

労働組合とは 

に
な
り
ま
し
た
。(

記
念
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
抜
粋) 

 
 
 

空
の
鯉 

 

お
池
の
鯉
よ
、な
ぜ
跳
ね
る
。 

あ
の
青
空
を
泳
い
で
る
、 

大
き
な
鯉
に
な
り
た
い
か
。 

 

大
き
な
鯉
は
、今
日
ば
か
り
、 

明
日
は
お
ろ
し
て
、
し
ま
わ
れ
る
。 

は
か
な
い
事
を
の
ぞ
む
よ
り
、 

跳
ね
て
、あ
が
っ
て
、ふ
り
か
え
れ
。 

お
ま
え
の
池
の
水
底
に
、 

あ
れ
は
お
空
の
う
ろ
こ
雲
。 

お
ま
え
も
雲
の
上
を
ゆ
く
、 

空
の
鯉
だ
よ
、知
ら
な
い
か
。 

 
(

文
責
野
口) 

  

今後の予定 

 

4月10日(金)17：30～  おきプロ四国実行委員会オルグ(高知青年部);さぬき市民病院 

4月28日(火)18:00～  第４回おきプロ四国実行委員会;愛媛県本部 松山市 

5月 1日(金)10:00～  第80回香川県メーデー;サンポート高松大ホール 

5月14～15日(金)13:00～第39回中央委員会;和歌山市 

5月19日(火)13:30～  四国ブロック(協)幹事会;愛媛県本部 松山市 


